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＜連絡事項＞
　・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～本日より10時～14時開放観察開始となっている。
・山田　哲也様～便秘あり、馬渡Dr不在の為深澤Drより便秘時の指示とセンナリド5回分処方となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。本日より10：00～14：00開放観察となる。穏やかに他患者と会話しており易怒性や興奮は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放観察時奇声をあげる事あり介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。私物の要求あるが過度とはならず、対面時落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～本日より6：00～20：00時間隔離へ変更となる。スタッフや他者への話し掛け多く妄想発言も聞かれ気分高揚みられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・夏坂　浩美様～体温37.7℃、クーリングにて対応。妄想発言聞かれ頻回に来詰めあり
　　　　　　　　落ち着きの無さ見られる。
・小田　沙也加様～I・N様に水をかけトラブルとなることあり介入している。日中はトラブルなく経過している。感情失禁見られている。
・鹿原　博夫様～バイタルサインに異常無し。食事は各食全量摂取されているが、活動量の低下見られている。
・飯田　修子様～O・S様に水をかけられ殴ろうとすることあり介入している。日中は対象患者と距離を取ることできている。依存的傾向あり食事は介助で1/2摂取している。呂律不良、故意に倒れ込む、大声で要求することみられている。
・三浦　幹様～食事は各食1/2摂取。夜間浅眠、日中はやや表情に硬さ見られている。精神症状・食事摂取量の観察をしていく。
・杉山　千廣様～点滴施行中、体幹・両上肢の拘束指示あり実施。点滴中体動活発さ
　　　　　　　　見られている。疎通は不良。
＜田名部Dr診察＞
本日田名部Drの診察はありません。
＜皮膚科診察＞
・久喜　つき様～左第2、3指表皮剥離、潰瘍形成、壊死組織付着、膿皮化(左手)あり、ゲーベンクリーム塗布＋包帯の指示あり。　
・三浦　幹様～左踵治癒。右踵痂疲(＋)→アズノール軟膏塗布の指示あり。
・橋本　拓実様～額部、鼻周囲にロコイド軟膏薄く塗布、頬部ナジフロクリーム塗布の指示あり。
・木村　正志様～左第5趾外側にタコあり。9/24スピール膏貼付、9/27摘除予定。
・夏坂　浩美様～潰瘍著明に軽快している。アズノール軟膏塗布の指示あり。
＜入院患者様情報＞

日　　時：9月20日　12：02
　病棟病室：東病棟　合併症室

　氏名　　：下村　英三郎様

　生年月日：昭和20年4月26日　73歳

　性別　　：男性

　病名　　：アルコール依存症
　入院形態：任意入院

　担当医　：安ヶ平Ｄｒ

 入院に至った経緯：
　　Ｈ19年9月20日当院初診し、Ｈ20年1月12日まで、アルコール

　依存症治療目的にて入院となる。退院後は、外来通院継続

　している。H30年7月頃より、飲酒が認められており、

　次第に飲酒量増加。連続飲酒状態となり、同年8月23日当院

　外来受診した際に処方したお薬も手つかずの状態とのこと。

　椎間板ヘルニアがあり、整形外科へも通院しているが、

　そのお薬も服薬できず、ソファの下でうずくまり、尿便失禁を

　繰り返しているとのこと。デイサービスとヘルパーを導入して

　いるが、ヘルパーが用意した食事までにもたどり着けず、

　食事も摂れていない状況であり、単身生活が困難であるとの

　ことで、入院相談あり。

　Ｈ30年9月20日、12：02身体管理目的にて東病棟合併症室へ入院となる。
・LT　Bプラン　　オムツ持参
日　　時：9月20日　14：41
　病棟病室：東病棟Cユニット4号室
　氏名　　：小笠原　達夫様

　生年月日：昭和24年12月30日　68歳

　性別　　：男性

　病名　　：前頭側頭葉変性症 (意味性認知症)
　入院形態：医療保護入院

　担当医　：深澤Ｄｒ

 入院に至った経緯：
50代の頃、親が死去した際に親の名前を思い出せない事あり。

　H22年頃には、妻と共通の友人の話をした際に、誰の事かわから

　ない様子があった。H26.5.8一時帰省中、物忘れを主訴とし

　大里脳神経クリニック初診。アルツハイマー型認知症が疑われたが、

　十分な検査を行うことが出来なかった。H28年、理解力が

　低下したことや仕事での機械操作が出来ない、道に迷う等の

　ミスが続いた為、退職。同年3月同院を再び受診。検査の結果、

　アルツハイマー型認知症と確定診断し、薬剤治療が開始された。

　H29年夏頃、パチンコ店でメダルを盗もうとする行為があり

　警察が介入。その3ヶ月程後にも同様の行為があり警察より

　家族へ連絡が入っていた。同年8月28日、自分のポケットにも

　タバコが入っていたにも関わらず他者の車よりタバコを窃盗

　しようとし警察へ逮捕された。9月1日妻が同院へ来院し、

　自宅での対応が困難となってきていること相談し、同院主治医より

　当院へ受診の勧めあり。窃盗などの事件を起こさぬようにしたいと

　願っているが、常時の見守りは困難であり、自宅での対応も困難と

　なってきている事から、入院治療も検討していきたいとのことで、

　受診相談あり。平成30年9月25日の受診予定としていたが、

　H30.9.19近隣の車を覗き、車の所有者より警察へ通報があり、

　警察へ保護されているとのことで、自宅での対応が困難で

　あるとのことで、早めの入院希望あり。

　平成30年9月20日東病棟Cユニット4号室に入院となる。
・家族洗濯
